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地
中
貯
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と
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委
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（
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六
回
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平
成
十
八
年
度
決
算
外
二
件
中
、
農
林
水
産
省
、 

経
済
産
業
省
、
環
境
省
、  

農
林
漁
業
金
融
公
庫 

及
び
中
小
企
業
金
融
公
庫
関
係
に
つ
い
て
若
林
農
林 

水
産
大
臣
、
甘
利
経
済
産
業
大
臣
、
鴨
下
環
境
大
臣
、 

岸
厚
生
労
働
副
大
臣
、
政
府
参
考
人
、
会
計
検
査
院 

当
局
及
び
参
考
人
日
本
中
央
競
馬
会
理
事 

土
川
健
之
君
に
対
し
質
疑
を
行
っ
た
。 
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‐ 

平
成

年
度
決
算
外

件
に
つ
い
て 

‐ 

（
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
及
び 

中
小
企
業
金
融
公
庫
の
部
） 

 

  
 〈

政
府
参
考
人
） 

・
甘
利
明 
経
済
産
業
大
臣 

・
石
田
徹 
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
長 

 

〈
質
疑
内
容
〉 

 

・C
O

地
中
貯
留
実
験
に
よ
る
地
震
誘
発
の
危
険
性  

  

●
風
間
直
樹
君 

今
日
は
甘
利
経
産
大
臣
と
初
顔
合
わ
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

経
産
省
が
行
っ
て
お
り
ま
す
実
験
と
、
そ
れ
か
ら
地
震
発
生
の
相
関
関
係
に
つ

い
て
今
日
は
お
尋
ね
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
ず
、
事
実
の
確
認
を
い
た
し
ま
す
。 

 

経
産
省
は
、
現
在
、
二
酸
化
炭
素
の
地
中
貯
留
実
験
、
こ
れ
は
英
語
で
カ
ー
ボ

ン
ダ
イ
オ
キ
サ
イ
ド
・
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
・
ア
ン
ド
・
ス
ト
レ
ー
ジ
と
、
こ
う
い
う

ふ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
の
で
、
略
称

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
こ

の
後

と
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
の

実
験
を
過
去
五
年
間
、

新
潟
県
の
長
岡
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
確
に
は
二
〇
〇
三
年
の
七
月
七
日
か

ら
二
〇
〇
七
年
の
一
月
十
一
日
ま
で
、
長
岡
市
に
あ
り
ま
す
帝
国
石
油
の
南
長
岡

鉱
山
、
こ
こ
は
ガ
ス
田
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
岩
野
原
基
地
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
、

地
下
千
百
メ
ー
ト
ル
の
帯
水
層
と
言
わ
れ
る
水
分
を
含
ん
だ
砂
岩
層
に
約
一
万

四
百
ト
ン
の

を
五
年
間
で
注
入
し
た
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

も
う
一
方
の
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
〇
四
年
の
十
月
二
十
三
日
、
中
越
地

震
が
起
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
の
七
月
十
六
日
、
今
度
は
中
越

沖
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
両
方
と
も
相
当
の
震
度
で
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

ま
ず
、
皆
様
に
は
、
お
手
元
に
配
付
し
ま
し
た
資
料
の
二
ペ
ー
ジ
目
を
御
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
二
ペ
ー
ジ
目
の
下
の
段
に
、
こ
の
岩
野
原
基
地
で

経
産
省
が
行
っ
た
委
託
実
験
で
す
が
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
図
、
概
念
図
を
載
せ
て
お

り
ま
す
。
千
百
メ
ー
ト
ル
の
地
下
深
度
に
最
大
圧
力
十
九
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
、
こ
れ

は
非
常
に
高
圧
な
ん
で
す
ね
、
で

を
注
入
す
る
と
。
こ
の
注
入
を
す
る
上

の
部
分
に
は
不
透
水
層
と
言
わ
れ
る
層
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
水
分
等
を
通
さ

な
い
と
思
わ
れ
る
岩
盤
の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

の
排
出
抑
制
、
地
球
温
暖
化
抑
制
の
た
め
に
排
出
抑
制
を
す
る
、
そ
の
た
め
の

一
環
と
し
て
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
技
術
、
こ
れ
が

で
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
実
証
実
験
を
経
産
省
は
新
潟
県
の
長
岡
市
内
で
過
去
五
年
や
っ
た
と
、
こ
う

い
う
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
帯
水
層
と
呼
ば
れ
る
層
に

を
注
入
す
る
理
由
で
す
が
、

要
は
、
非
常
に
高
圧
で
一
定
の
温

度
を
気
体
な
い
し
液
体
に
対
し
て

掛
け
ま
す
と
気
体
だ
か
液
体
だ
か

分
か
ら
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
る
、

こ
れ
を
超
臨
界
と
言
っ
て
い
る
そ

う
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
超
臨
界

状
態
に
な
っ
た
炭
酸
ガ
ス
、

を
水
を
含
ん
だ
地
層
に
目
掛
け

て
注
入
す
る
と
。
そ
こ
の
水
分
に

を
吸
収
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
下
に
閉
じ
込
め
る
と
。
簡
単
に
言
う
と

こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

私
も
新
潟
県
の
住
民
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
時
は
こ
の
地
震
を
、
私
も
ま
ず
中

越
地
震
は
地
元
で
体
験
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
な
揺
れ
で
し
た
。
中
越
沖
地
震
の

際
に
は
我
々
ち
ょ
う
ど
選
挙
中
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
も
新
潟
県
に
は
い
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
大
変
な
被
害
を
被
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
さ
か
そ




